








120mm、140mm、160mm、180mm

kN以上

 の2.0倍(1.6倍※3)以上であること。

環境パイル工法特記仕様書

平状 :先  端  形  状

 :継    ぎ    手

（2）防腐・防蟻処理薬剤

防腐・防蟻処理薬剤の諸元や注入方法及び品質は表2.1に示すとおりである。

表2.1 防腐・防蟻処理薬剤等

使用する薬剤

薬剤の品質

薬剤の注入方法

 CUAZ（銅・アゾール化合物系木材保存剤）

 ACQ（銅・第四級アンモニウム化合物系木材保存剤）

1）： (一財 )日本住宅・木材技術センター

とする1)

薬剤処理範囲
 注入された地盤補強材の品質は、「JAS認定品」もしくは、「AQ認証品

 想定する地下水位以浅

 薬剤の処理方法は、「木材加圧式防腐処理方法」（JIS A 9002）とする

 薬剤の品質は、「木材保存剤」（JIS K 1570）に準ずる

 水溶性

 （優良木質建材等認証）」

薬剤の状態

補強材の品質

注入された地盤

（3）適用地盤

先端地盤　　　 ：粘性土地盤、砂質土地盤（礫質土地盤を含む）

周面地盤 ：粘性土地盤、砂質土地盤

（4）適用構造物

・①地上3階以下、②高さ13m以下、③延べ面積1500㎡以下（平屋に限り3000㎡以下とする）

　④基礎構造が布基礎あるいはべた基礎、⑤長期接地圧50kN/㎡以下

ほぞ継ぎ手、連結継ぎ手　（最大2箇所まで）

準強度を使用する。

3.地盤補強材の耐力

圧縮

/31.1 Fc

材料強度 圧縮
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許容応力度（N/mm ）

2

（N/mm ）
2
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表3.1　繊維方向の許容応力度（令 89） 表3.2　繊維方向の材料強度（基準強度）（令95）

 :地盤補強材間隔 最低2.5D（ただし、2.5D未満の場合は設計者と協議すること。D：呼び径）
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1.工事概要

本地業は、防腐・防蟻処理木材による地盤補強工法である。

本工法は、「一般財団法人　日本建築総合試験所」にて証明された建築技術性能証明工法「環境パイル工法」である。円柱

状もしくはテーパー状に成形した木材を圧入力専用重機にて地盤中に無回転で圧入し、これを地盤補強材として利用するも

のである。本工法では、常水面以浅での木製補強材の利用を可能とするため、 JAS認定品もしくはAQ認証品である防腐・防蟻

処理を施した補強材を用いることとしている。また、補強材の確実な支持能力を確保するために、施工時の圧入力による品

質管理を行うこととしている。

2.適用範囲

（ただし、テーパー状補強材では、末口径が上記の呼び径以上）

 :表  面  加  工

 :テ ー パ ー 角

 :呼    び    径

 :材 　 　 　 　 質

2.5/1000 ～ 10/1000 （テーパー状補強材の場合）

（1）地盤補強材の諸元

テーパー状補強材に限り、幅 10mm程度、深さ5mm程度、ピッチ70mm程度のらせん溝加工も使用可

呼び径φ160mmおよびφ180mmは6m、呼び径φ120mmおよびφ140mmは12m : ※先端加工長も含む最 大 施 工 深 さ

が65mm以下とする。）

（テーパー状補強材を継ぐ場合で、上補強材の周面摩擦を考慮する場合は、上下の補強材の直径の差

②現場案内図

③工程表

④環境パイル工法概要

⑤施工手順

⑥施工管理項目

⑦地盤調査結果

⑧環境パイル伏図

⑨施工機械・機器詳細

⑩施工記録表

⑪安全管理基準・組織

⑫作業員名簿

⑬設計・施工者資格証

4.施工計画

（2）工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は次の事項を明記する。

①工事概要

6.施工

7.施工管理

施工に関する管理項目と管理方法等を表7.1に示す。

表7.1 施工管理項目と管理方法

本工法において使用する圧入力専用重機はリーダー式であり、地盤補強材長・地盤・作業場の広さ等の条件を考慮し、掘

管理方法施工基準
 直角二方向の逃げ芯の設置による補強材

 芯位置の確認。

 補強材の芯図と照合し、適合しなければ

 再表示する。

 管理値:補強材芯位置の芯ずれ量2㎝以内

 荷卸時に全数目視確認する。不適合なも

 のは交換する。

 補強材芯位置と設計図書の芯位置と

 の照合
施工前準備

補強材の芯表示位置

外観と形状

鉛直精度

圧入速度

圧入深度

 有害なひび割れや欠損がない

 建て込み時と補強材の接続時の鉛直

 精度の確認

 圧入速度の確認
 する。

 打ち止め深度の確認  レベルにより確認する。

 施工時最大圧入力が長期許容鉛直支持力

 する。

 管理値:芯ずれ量10㎝以内

 補強材頭部の芯ずれ量の確認

 施工時最大圧入力の確認

偏芯量

最大圧入力

施工時

管理項目

（1）障害物がある場合は、発注者と協議し事前に移設や撤去作業を行う。

（2）施工上問題となる不陸がある場合は、平坦になるように整地する。

（3）必要なトラフィカビリティーが得られない場合は、敷鉄板で養生する。もしくは、砂利を敷くなど地盤を補強する。

5.施工機械

⑫～⑬は、安全書類に添付する場合は除く。

（1）本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通した業者で「環境パイル（ S）工法協会」に所属する会員とする。

 圧入速度が0.3m/sを超えないことを確認

 水準器を用いて直交する二方向について

 鉛直度を確認する。

 管理値:傾斜1/100以内

8.報告

　工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

④施工手順

①工事概要

③環境パイル工法概要

⑤施工機械・機器詳細

⑥施工組織表

⑩施工記録表

⑨環境パイル伏図

⑧配置図

⑦工程表

⑪材料納品票

⑫施工写真

⑬その他

②現場案内図

できる能力を有し、深度、圧入力を測定できる施工管理装置を装備していることを原則とする。

削と地盤補強材の建て込み作業が十分できる重機を選定する。ただし、専用重機は設計支持力の 2.0倍以上の圧入力を確認

※1 先行掘りをする場合は、先行掘りを必要とする区間の摩擦を考慮しているかを設計に確認し、監督員と協議する。

※2 高止まりした場合、設計支持力の2.0倍以上の圧入力を確認し、監督員と協議する。

※3 地盤が非常に軟弱でオーガーアンカーによる反力が取れず、かつ、アウトリガー反力が見込めない場合（圧入力下限値

　　60kN以上の反力が見込めない場合）は、設計長期支持力の1.6倍を確認する。

からまつ、すぎ、ひのき、とどまつ、べいまつ

表3.3　地盤補強材の目視等級による基準強度（ H12建告1452）

等級による基準強度を表3.3に示す。

本工法にて使用する木材の繊維方向の許容応力度を表3.1に、繊維方向の材料強度（基準強度）を表 3.2に、地盤補強材の目視

本工法では2.適用範囲の（1）に示す地盤補強材を用いるが、許容圧縮力等を算出する際には安全側に目視等級二級の基

 通り芯、逃げ芯から定尺棒等により確認
 最大圧入力管理値　82.4：粘性土地盤、砂質土地盤基礎底版下地盤 

・高さ2m以下および長期接地圧50kN/㎡以下の擁壁

図面縮小率

Ａ3 70. 7%
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環境パイルS工法

GBRC　性能証明　第11‐29号　改6（更1）

φ120mm×4.0m　　120本＋5本

地盤改良　補強体配置図 S = 1:100
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岩井地区コミュニティーセンター建設工事（建築） 地盤改良　補強体配置図 S = 1:100

図面縮小率

Ａ3 70.7%
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図面縮小率
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岩井地区コミュニティーセンター建設工事（建築） 基礎伏せ図 S = 1:100
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Fc=18N/mm2土間コンクリート

捨コンクリート Fc=18N/mm2

基礎コンクリート Fc=21N/mm2

材料強度

鉄筋 D16以下：SD295  D19以上：SD345

地盤

地業

地耐力

部材リスト

‐

土間コンクリート
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　50kN/㎡ (長期)

配筋：ワイヤーメッシュ6@150　シングル（タテ・ヨコ共）
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上部：t=150  スラブ天 特記なき限りGL+485

下部：t=100  土間コンクリート天 特記なき限りGL-685

　　　配筋：ワイヤーメッシュ6@150　シングル（タテ・ヨコ共）

　　　配筋：D13＠200　ダブル（タテ・ヨコ共）
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基礎伏図  1/100

○：土台用a.bolt（M12）

×：柱C1用a.bolt（M20）

　　：土台D1




























